
行政区分の変遷と都市の移り変わり4章

陸
奥
と
出
羽
の
2
国
が
陸
奥
、陸
中
、

陸
前
、磐
城
、岩
代
、羽
前
、羽
後
の

7
国
に
分
割
さ
れ
る
。

わ
ず
か
3
年
足
ら
ず
で

消
滅
し
た
旧
国
が
あ
る
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陸奥と出羽が
7カ国に分別される

江
戸
時
代
ま
で
の

陸
奥
国
と
、明
治
以
降
の

陸
奥
国
の
範
囲
は
異
な
る
。

陸奥、陸中、陸前の3つ
の「陸」をとって三陸
地方と呼んでいる。

秋田県＝羽後国、と思い込ん
でいる人が少なくないが、秋
田県の北東部は陸中国だった
し、山形県の北西部は羽前国
ではなく、羽後国だった。

2 

律
令
国
家
の
成
立
で
発
足
し
た
五
畿
七
道
の
行
政
区
分
は
、
江

戸
末
期
ま
で
千
年
以
上
続
い
た
が
、
江
戸
幕
府
が
崩
壊
し
明

治
新
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
行
政
区
分
と
し
て
の
役
割
は
終

え
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
旧
国
は

依
然
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
新
た
に
誕
生
し
た

国
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

66
国
2
島
に
区
分
さ
れ
て
い
た
当
時
の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
陸

奥
国
と
出
羽
国
が
ヤ
ケ
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
両
国
を
合
わ
せ

た
面
積
は
、
山
城
国
や
河
内
国
の
60
倍
以
上
も
の
大
き
さ
が
あ
る
。

余
り
に
も
面
積
が
広
大
な
た
め
、
や
が
て
開
発
が
進
ん
で
い
く
と
、

行
政
に
支
障
を
き
す
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
他
国

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
必
要
性
か
ら
、明
治
新
政
府
は
1
8
6
8（
明

治
元
）
年
、
行
政
組
織
の
再
編
作
業
に
乗
り
出
し
た
。
太
平
洋
側
に

位
置
す
る
陸
奥
国
を
5
ヵ
国
に
分
割
し
た
の
で
あ
る
。

　

分
割
し
て
新
し
く
生
ま
れ
た
の
が
、
陸
前
（
宮
城
県
中
北
部
お
よ

び
岩
手
県
南
東
部
）、
陸
中
（
岩
手
県
の
大
部
分
と
秋
田
県
の
一
部
）、

陸
奥
（
青
森
県
お
よ
び
岩
手
県
の
西
北
部
）、
磐
城
（
福
島
県
東
部
及
び

宮
城
県
南
部
）、
岩
代
（
福
島
県
中
西
部
）
の
5
ヵ
国
で
あ
る
。

日
本
海
側
の
出
羽
国
も
、
羽
前
（
山
形
県
の
大
部
分
）
と
羽
後
（
秋

田
県
の
大
部
分
と
山
形
県
の
北
西
部
）
に
分
割
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

1
８
７
１
（
明
治
4
）
年
の
廃
藩
置
県
で
、
こ
れ
ら
の
旧
国
は
消
滅
し
、

わ
ず
か
2
年
7
ヵ
月
で
行
政
区
分
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
と
は
い
え
、
現
在
で
も
地
域
名
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
地

元
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

陸
前
、
陸
中
、
陸
奥
の
3
国
を
総
称
し
て
「
三
陸
地
方
」
と
い
う

が
、
三
陸
は
お
も
に
太
平
洋
沿
岸
の
地
域
名
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
リ
ア
ス
式
海
岸
を
三
陸
海
岸
と
い
う
。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
5
月
に
は
、
陸

中
海
岸
国
立
公
園
の
範
囲
を
広
げ
て
「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」
に
改

名
さ
れ
た
。
三
陸
海
岸
沿
い
に
は
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
や
三
陸
自
動

車
道
が
走
っ
て
い
る
。
か
つ
て
、
岩
手
県
南
部
の
太
平
洋
岸
に
三
陸

町
と
い
う
自
治
体
も
あ
っ
た
。
明
治
三
陸
地
震
と
か
、
三
陸
沖
地
震

な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
自
然
災
害
の
名
称
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、「
三
陸
」
は
明
治
初
期
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
地
名
で
あ
る
。


